
令和７年度海外渡航に係るコーディネート委託業務仕様書 

 

１ 業務名 

令和７年度海外渡航に係るコーディネート委託業務 

 

２ 目的 

アメリカ及びブラジルにおいて開催される県人会の周年記念行事に出席し、本県出身海外移

住者及びその家族の慰霊及びこれまでの功労を称えるとともに、オーストリアにおいては歴史

や文化等の分野における交流の促進に向けた取組を在外日本国公館や現地機関と連携しながら、

円滑かつ効果的に実施する。 

 

３ 履行期間 

  契約締結の日から令和７年９月 30日（火）まで 

 

４ 業務内容 

  移動や関係先訪問のために必要な車両手配等、全体行程のコーディネートを行う。 

 

(1) 借上車両 

各行程で必要な車両の借上げ（各日１台） 

・各車両に１名ずつ運転手及び日本語ガイドを配置すること。 

  ・アシスタント費（チップ代）も含むこと。 

  ・車両についてはアルファード相当のクラス、かつ、乗員定数７人程度とすること。 

  ・サンパウロ市内での車両については、防弾車とすること。 

 

日程 場所・時間等 特記事項 

8/20（水） ロサンゼルス市内（16:00～22:00）  

8/21（木） ロサンゼルス市内（9:00～22:00）  

8/22（金） ロサンゼルス市内（9:00～12:00）  

8/23（土） サンパウロ市内（8:00～22:00） 防弾車に限る 

8/24（日） サンパウロ市内（9:00～18:00） 防弾車に限る 

8/25（月） ウィーン市内（18:00～22:00）  

8/26（火） ウィーン市内（9:00～22:00）  

8/27（水） ウィーン市内（9:00～22:00）  

8/28（木） ウィーン市内（6:00～8:00）  

 ※時間はすべて現地時間とする。 

 



 (2) 現地での視察・訪問先のアレンジ 

  ロサンゼルス、サンパウロ、ウィーンの各都市において、視察・訪問先をそれぞれ３カ所程

度アレンジする。 

  なお、サンパウロにおいては、８月 23 日（土）に予定されている県主催の約 20 名規模の夕

食会を、１カ所分の訪問先として含めてよいものとする。ただし、夕食会の開催場所及びメニ

ューの選定・アレンジについては、別途対応すること。 

  視察・訪問可能な日時については、(1)の表を参照のこと。 

 

(3) その他事業を遂行するために必要な諸業務 

 

５  支払方法 

完了払 

 

６ 体制及び要員に関する要件 

各訪問地の現地支店又は業務提携事業者等と連携して、緊急時等に迅速かつ柔軟に対応でき

る体制をとること。 

 

７ 成果物 

本業務の実績報告資料を紙媒体（１部）及びデータにて提出すること。 

 

８ 留意事項 

・ 受託者は業務に先立ち、業務スケジュール及び業務実施体制図等を作成し、県の承認を得

て業務を実施すること。また、業務の実施にあたっては、進捗状況等を県に逐次報告するほ

か、必要に応じて県との打ち合わせを行うこと。 

・ 受託者は、県の意図及び本業務の目的を十分理解した上で、本業務を統括する責任者と当

業務の担当者を置き、関係者と円滑な事業進行管理や意思疎通に努めること。 

・ 受託者は、アメリカ・ロサンゼルス、ブラジル・サンパウロ、オーストリア・ウィーンの現

地支店もしくは業務提携事業者等と連携して、緊急時等に迅速かつ柔軟に対応できる体制を

とること。 

・ 本事業の実施に係る関係機関との調整等が必要な場合（申請・届出等含む）については、

受託者によりこれを行うこと。 

・ 使用料、入館料、謝礼、機材、設備、資機材等は、特に指示のない限り受託者が調達するも

のとし、その費用は全て契約金額に含めるものとする。 

・ 受託者が本業務により新たに制作した制作物の著作権（著作権法第 21 条から第 28 条に定

めるすべての権利を含む）及び購入備品の所有権は県に帰属するものとする。県はこれらの

制作物（写真、イラスト、ロゴ、データ等）や備品を無償で自由に二次利用できるものとす

るとともに、制作者は県に対して著作者人格権を行使しないものとする。また、第三者から



の異議申し立て、紛争の提起については、全て受託者の責任と費用負担により対応するもの

とする。 

・ 本事業の全部を第三者に再委託することは認めない。ただし、本事業の一部について、あ

らかじめ県に対して再委託する業務の内容、再委託先を申請し、県と受託者の協議により県

が認めた時は第三者への再委託を可能とする。なお、第三者に再委託する場合には、その最

終的な責任は受託者が負うものとする。 

・ 個人情報の重要性を認識するとともに、個人情報の管理を徹底し、個人情報の漏洩等のな

いよう万全の注意を払うこと。また、個人情報を取り扱うに当たっては、佐賀県個人情報保

護条例等を遵守すること。 


